
1210あかりんアワー 教員が研究の楽しさを語る 
 第31回（1/29） 山本純ノ介先生推薦 ブックガイド 

Book1松村禎三 作曲家の言葉 
著者：松村禎三 編者：アプサラス 出版社：春秋社 
 
コメント：今の音楽に創造の視点が欠けていないか、 
無益な流行に腐心していないか、おもわず自己の創作活動を顧みる。 
 
Book2 音楽の詩学 
著者：イーゴリ・ストラヴィンスキー 出版社：未来社 
 
 
Book3太陽は２３歳！？皆既日食と太陽の科学  
著者：日江井 榮二郎 出版社：岩波書店 

[参考情報] 
●松村禎三 まつむらていぞう [1929―2007] 
作曲家。京都生まれ。1949年（昭和24）旧制第三高等学校理科卒業。池内友次郎（いけのうちともじろう）
（1906―91）と伊福部昭（いふくべあきら）に作曲を師事。最初のオーケトスラ作品『序奏と協奏的アレグロ』
（1955）が日本音楽コンクール作曲部門第1位となり、注目を集める。『阿知女（あちめ）』（1957）などの初期の作

品にみられる、モチーフ（主題）を反復させるオスティナートの手法は、その後の松村の作品に共通する特徴とな
る。第17回尾高賞を受賞した『管弦楽のための前奏曲』（1968）ではオスティナートが半音階的になり、テクスチュ

ア（音構成原理）は緻密（ちみつ）になっているが、松村はそれをインドやバリ島の音楽やアジアの遺跡に示唆を
得たという。70年代に入ってからの作品は、それ以前と比べて原始主義的な性格は退いているが、『ピアノ協奏
曲第1番』（1973）、『ピアノ協奏曲第2番』（1978）ではピアノとオーケストラの各パートにオスティナートを担わせて、
松村独特の協奏曲のあり方を提起している。ほかに主要作品として合唱曲『暁の讃歌（さんか）』（1978）、『管弦
楽の捧げ物』（1989）など。遠藤周作の同名の小説に基づくオペラ『沈黙』（1993）では、ことばの濃（こま）やかな
旋律化により緊迫した劇的持続をつくりだした。『忍ぶ川』（1972）、『龍馬（りょうま）暗殺』（1974）、『深い河』
（1995）など映画音楽も多数手がけた。1990年（平成2）紫綬（しじゅ）褒章を受章、93年にはオペラ『沈黙』で毎日
芸術賞などを受賞。 
[楢崎洋子] ”松村禎三”, 日本大百科全書(ニッポニカ), ジャパンナレッジ (オンラインデータベース), 入手先＜
http://www.jkn21.com＞, (参照 2013-01-04) 

http://honto.jp/lb.html?prdid=25195560&srt=1


●山本純ノ介先生の主な作品リスト・経歴等● 
【主な研究課題】管弦楽、声楽、打楽、電脳楽による、交響曲、歌劇、室内楽曲、合唱曲、の創    
     作、新たな作曲システムの構築。新しい技法の探究 
【主な作品・等】 
  ＜管弦楽＞ 
 法顕伝交響曲、迦樓羅、交響曲３番五重塔、紅焔〜中国琵琶とオーケストラのための〜 
  ＜合唱＞  
 無伴奏合唱組曲３番ピュシス、２番パンタレイ（音楽之友社2010）， 
 ピアノとの合唱組曲 万象、光葬、心象の海、二十億光年の孤独、季霊、 
 ＜室内楽＞ 
   ・Kalligraphie II für Violoncello solo音楽之友社2005 
     ・Kalligraphie I für Violoncello und Klavier音楽之友社2005 
    ・Absolute Musik für  Klavier  音楽之友社  
 ＜CD＞ Pan Music forth coming 来(きた)るべき汎音楽 山本純ノ介室内楽作品集 
    (C Diskの出版フォンテックFOCD2562)2009   
論文  1. An Actual of Pan Music forth coming  
ーAnalysis and Music composition of A Cappella Ⅱ  
Panta RheiーBulletin of Faculty of Education, Chiba University Vol.58.March 8 .2010  
【発表活動等】 
1. 山本純ノ介個展演奏会2010 津田ホール 2010,11,3 
2.アジア音楽祭2010in東京合唱コンサートアジアの調べにてパンタレイが演奏される2010,10,04北
とぴあさくらホール 
3.無伴奏合唱組曲３番ピュシス 初演 東京混声合唱団第２１８回定期演奏会  20090319東京文
化会館小ホール 
4. ピアノのための絶対音楽Ⅱ 初演 日本ロシア音楽家主催 サウンドルート2007-8 
5.日韓興隆現代音楽会２００５東京  津田ホール 
6. Junnosuke Yamamoto Komponistenportrait 2004 千駄ヶ谷津田ホール、独日センターベルリン、 
  ワイマールフランツリスト音楽院ザール、 バドランゲルザルツア、インゴルシュタット他で開催 
7.日本とギリシャの現代音楽による国際交流委員会運営委員長として 
『ジャパン＆グリース現代室内楽コンサート東京２００３』 東京オペラシティー・リサイタルホール 
【表彰等】  
 熊本県玉名市文化振興の功績に対し感謝状による顕彰2006. 芥川作曲賞入選、シルクロード国
際コンクール優秀賞、日本音楽コンクール入選   
現代音楽創作奨学寄付金代表者,2006〜現在に至る 
【共同研究の状況】 
ピアノのための絶対音楽Ⅱコンピュータヴァージョン京都大学学術メディアセンター教授土佐尚子 
（機会仕掛けの音楽、東京大学主催 ヘルマン・ゴチェフスキー准教授研究室）  
【学会の所属及び役職】 日本作曲家協議会理事、日本・ロシア音楽家協会運営委員、日本現代
音楽協会会員、日本音楽著作権協会正会員，アプサラス副会長、日本とギリシャの現代音楽によ
る国際交流委員会運営委員長 
【社会的貢献の活動】   
 NHK全国合唱コンクール全国大会審査員 
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